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Gakunin LMS教材のアップデート

• JPCOAR研究データ作業部会 作成教材
•教材修正作業(2022年度)

•アップデート内容

2特に記載のない場合、画像はhttps://lms.nii.ac.jp/より

https://lms.nii.ac.jp/


JPCOAR研究データ作業部会 作成教材

•「研究データ管理サービスの設計と実践」第2版*

•「研究者のための研究データマネジメント」*
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https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/607
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/294


研究データ管理サービスの設計と実践
•研究データ管理サービスを
提供する⽀援者向けの教材
• 2018年に公開
• 2021年に第2版が公開
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https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/607より

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/607


研究者のための研究データマネジメント
•⽀援者向け教材を元に
研究者向けの内容に書き換え
たもの
•⽀援者向けに⽐べて細分化
• 2020年公開
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https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/294より

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/294


教材修正作業(2022年度)

•動画の内容は前年度に確認済み
•今回は確認テストを受講し、その内容が動画内に過不⾜なく
含まれているかをチェック

•判断のゆれる表現の修正
•リンク切れやリンク先の変更
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アップデート内容

•コーストップの記述について
•動画の視聴について
•バッジの発⾏について
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以前までの画⾯
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動画⾃体は短く、視聴しやすい単位で
まとまっている
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動画内のトピックをトップページにも
掲載
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コースのトップに各章への
リンクを配置
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視聴速度の設定が
引継がれるように



バッジの発⾏
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•バッジの有効期限は設定せず
•代わりに、バッジに20XX年度
版という記載を⼊れる
•年度ごとの更新履歴を公開す
ることで、⾃⾝が学んだ内容
で何がカバーできているのか
が確認できるようにしておく


